
野々市市第二次総合計画策定に係る「基礎調査」結果報告 

 
１．本調査の目的 

各種統計データの整理、類似・近隣団体との比較、国や県の動向、関連計画等の 

整理により、本市の現状及び特性を明らかにし、本市の課題を抽出する。                            

 

 

２．基礎調査結果の概要 

調査内容を踏まえ、本市の特徴と懸念事項、それに対処するための今後の主要な 

取組課題として、以下のように整理できると考えられる。 

特徴 
金沢市等との近接性、良好な住宅

環境等を背景にした人口増 

コンパクトな市域に 2 つの大学が立地

し、若者が集積 

懸念事項 

⚫ 転入超過の頭打ち 

⚫ 少子高齢化の進行 

⚫ 将来的な人口減少 

⚫ 整備が進んだ社会基盤の将来

的な老朽化 

⚫ 若年層（大学卒業後）の流出 

⚫ 大学生ら卒業後の受け皿の不足 

（学んだ内容に合う企業、創業・ 

起業機会等） 

⚫ 個人市民税が厚く、法人市民税が薄い歳入構造 

   

今後の 

取組課題 

(1) 人口減少及び高齢化社会への

対応 

⚫ 計画的な社会基盤の整備・更新 

⚫ 転入者を含めた地域のつなが

り確保 

(2) 企業誘致・市内産業の育成 

⚫ マザー工場・研究所等を備えた企業

の誘致 

⚫ 起業・創業機会の創出 

 

３．（参考）人口動態の推移 

  

人口動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会動態の推移 
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